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研究の概要 

 

【目的】 これまでの研究により、子牛の首輪に装着したポケットベルの振動を用いて１頭ずつ順に自

動哺乳ステーションに誘導できることを明らかにしている。本研究では、現在普及している自動哺乳

装置のフィードステーションを頭から進入し頭から退出できるように改良し、さらにトレーニング方法や

コンピュータプログラムも変更し検討した。 

 

【方法】 １週齢の雌子牛８頭を本装置に順に導入し、導入日より２～３日間をトレーニング期間とし

た。トレーニングは、ステーション前を小さく仕切り１頭だけで行い、コンピュータから朝夕４回ずつポ

ケットベルを振動させ、その直後ステーションに進入すると代用乳が摂取できることを学習させた。トレ

ーニング終了後は、個体ごとに1日４回の哺乳時刻を設定し、その時刻に振動を与え、振動開始後6

分以内に進入すると 1 リットルずつ代用乳が給与された。１番目に振動する個体が代用乳を摂取完

了後、100 秒間に次の個体に振動が与えられた。摂取しなかった個体は、全頭の哺乳終了後に再度

振動を与えた。 

 

【結果】 妨害によって代用乳が摂取できなかったのは全体の 1.2％とわずかであった。これも妨害個

体がスムーズに退出できるという改良型ドリンクステーションの効果であると考えられた。全呼び出し

中約 10％で代用乳が摂取できておらず、このうちの約 90％がポケットベル振動後も代用乳を飲みに

行かない場合であった。代用乳を飲みに行かないのは群からの誘導期間開始直後の横臥休息中が

ほとんどであり、佇立中はほぼ 100％の割合で代用乳を飲みに行くのに対し、横臥中は約 80％しか

飲みに行かなかった。 

以上の結果より、ポケットベルの振動を条件刺激として改良型ドリンクステーションにも子牛を誘導

することが可能であることが示された。また、改良型ドリンクステーションはドリンクステーション内滞在

時間の減少に効果的であり、それに伴って妨害によって代用乳を飲めない個体も減少した。本実験

ではこの改良型ドリンクステー

ションおよび誘導方法は自動

哺乳機の利用に有効であった

が、今後、飼養頭数を増やして

本誘導方法について検討する

必要がある。 
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